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室
生
犀
星
に
は
、
お
よ
そ
百
八
十
編
（
随
筆
・
評
論
・
俳
句
・
短
歌
を
除
く
）

の
未
刊
行
作
品
が
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
目
に
触
れ
が
た
い
作
品
も
あ
り
、
種
々

の
問
題
を
含
む
作
品
群
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
十
分
な
把
握
は
な
さ
れ
て
い
な
い

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
特
に
初
期
未
刊
行
作
品
中
で
病
児
・
亡
児
を

扱
っ
た
作
品
を
採
り
上
げ
、
寸
感
を
述
べ
て
み
た
い
。
い
わ
ゆ
る
犀
星
の
自
伝
的

作
品
の
一
系
列
と
し
て
〈
病
児
・
亡
児
〉
も
の
を
認
め
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
犀
星

文
学
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
前
に
、
犀
星
の

未
刊
行
作
品
一
般
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
犀
星
に
は
二
つ
の
全
集
が
あ
る
。
非
凡
閣
版
全
集
全
十
三
巻
別
冊
一
巻
（
昭
和

十
一
年
九
月
十
五
日
差
昭
和
十
二
年
十
月
十
五
日
）
と
新
潮
社
版
全
集
全
十
二
巻

別
巻
二
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十
五
日
～
昭
和
四
十
三
年
一
月
三
十
日
）
で
あ

る
。
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
『
室
生
犀
星
作
品
集
』
全
十
二
巻
（
昭
和
三
十

三
年
十
一
月
二
十
五
日
～
昭
和
三
十
五
年
五
月
三
十
一
日
、
新
潮
社
）
が
あ
る
。

ま
た
、
犀
星
に
は
生
前
、
お
よ
び
没
年
の
入
月
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
百
六
十
冊
余

に
及
ぶ
初
刊
行
本
、
さ
ら
に
後
年
新
し
く
見
い
だ
さ
れ
た
未
刊
行
作
品
を
補
完
し

つ
つ
出
版
さ
れ
た
『
室
生
犀
星
童
話
集
』
全
三
巻
（
昭
和
五
十
三
年
七
月
七
日
～

同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
創
林
社
）
、
『
定
本
室
生
犀
星
全
詩
集
』
全
三
巻
（
昭
和

五
十
三
年
十
一
月
二
十
日
、
冬
樹
社
）
、
『
室
生
犀
星
全
王
朝
物
語
』
全
二
巻
（
昭

和
五
十
七
年
五
月
二
十
日
・
同
年
六
月
二
十
日
、
作
品
社
）
な
ど
、
主
に
ジ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
ー

ル
別
に
編
ま
れ
た
十
種
ほ
ど
の
刊
行
本
が
あ
る
。
先
に
記
し
た
百
八
十
編
ほ
ど
の

作
品
は
、
こ
れ
ら
の
全
集
・
単
行
本
等
に
収
録
さ
れ
ず
、
雑
誌
・
新
聞
に
発
表
さ

れ
た
ま
ま
埋
も
れ
て
い
た
作
品
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
作
品
が
未
収
録
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
か
。
原
因
は
、

時
代
ま
た
作
品
の
質
・
量
の
関
係
な
ど
様
々
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
で

は
問
題
外
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
資
料
的
に
は
貴
重
な
作
品
群
で
あ
り
、

現
在
こ
れ
ら
を
集
め
て
奥
野
健
男
・
室
生
朝
子
・
星
野
晃
一
の
編
に
よ
り
『
室
生

犀
星
未
刊
行
作
品
集
』
全
七
巻
（
第
一
～
六
巻
は
小
説
、
第
七
巻
は
小
品
、
戯
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曲
、
童
話
、
詩
、
お
よ
び
補
遺
作
品
）
が
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
内
、
既
に

第
一
・
二
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
第
一
巻
・
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
五
日
、

第
二
巻
・
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
入
日
、
と
も
に
三
弥
井
書
店
）
。
第
一
巻
に

は
、
大
正
九
年
十
月
号
ら
大
正
十
二
年
五
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
二
十
編
、
第
二

巻
に
は
、
大
正
十
二
年
七
月
か
ら
大
正
十
五
年
十
二
月
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
三
十

六
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
様
々
な
意
味
で
注
目
さ
れ
る
べ
き

も
の
が
多
い
。

　
例
え
ば
「
す
ひ
か
つ
ら
」
で
あ
る
。
「
す
ひ
か
つ
ら
」
は
、
大
正
十
二
年
一
月

か
ら
十
一
月
に
か
け
て
『
婦
人
之
友
』
に
連
載
さ
れ
た
、
自
伝
的
小
説
の
内
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
長
編
で
あ
る
。
自
伝
的
に
と
ら
え
る
と
、
こ
の
長
編
は
こ
れ
ま

で
欠
け
て
い
た
時
間
の
空
白
部
を
埋
め
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
に
は
、
東
京
郊
外
の
百
姓
家
の
離
れ
を
借
り
て
詩
作
す
る
主
人
公
春

山
と
郷
里
の
川
島
朝
子
と
の
、
出
会
い
か
ら
結
婚
直
前
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。

と
い
っ
て
も
、
二
人
の
直
接
の
交
渉
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
従
兄
弟
の
貞
造
を
介
し

て
の
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
叙
述
の
大
部
分
は
、
東
京
生
活
の
中
で
奉
山
が
経

験
す
る
友
人
た
ち
と
の
交
わ
り
、
そ
の
中
で
の
男
と
女
の
問
題
、
ま
た
、
郷
里
で

の
貞
造
と
の
交
友
、
養
父
の
死
、
生
母
の
思
い
出
、
そ
し
て
処
女
詩
集
の
刊
行
な

ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
あ
わ
た
だ
し
く
悩
み
多
い
は
ず
の
生
活

（
詳
し
く
は
後
述
）
の
中
で
、
「
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
に
お
ち
い
ら
ず
、
正
確
に
冷

　
　
　
　
　
　
　
注
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静
に
し
か
も
好
情
的
に
」
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
犀
星
は
、
大
正
五
年
七
月
十
日
に
東
京
市
外
田
端
百
十
三
番
地
の
沢
田
喜
右
衛

門
方
に
転
宿
し
て
い
る
。

　
　
1
略
－
東
京
の
街
を
離
れ
る
こ
と
を
手
は
じ
め
と
し
、
郊
外
の
田
端
に

　
　
越
す
こ
と
に
し
た
。
今
の
動
坂
か
ら
＝
一
町
ほ
ど
藍
染
川
を
の
ぼ
っ
た
と
こ

　
　
ろ
に
、
百
姓
家
の
は
な
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
は
、
百
姓
家
で
あ
り
な
が
ら
庭

　
　
の
植
込
み
の
あ
ひ
だ
に
四
畳
半
二
間
つ
づ
き
の
は
な
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
建
て

　
　
て
、
本
家
の
二
階
も
借
し
て
み
る
大
き
な
古
い
下
宿
屋
で
あ
っ
た
が
、
た
い

　
　
て
い
宿
泊
人
は
美
術
学
生
が
多
か
っ
た
。
私
の
部
屋
は
六
畳
で
小
さ
い
玄
関

　
　
が
っ
き
、
庭
に
は
柿
の
木
と
、
白
い
芙
蓉
の
一
株
が
あ
っ
た
。
　
　
略
一
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
泥
雀
の
歌
』
）

　
こ
の
文
章
は
、
「
す
ひ
か
つ
ら
」
の
春
山
の
居
所
や
、
下
宿
人
、
ま
た
が
っ
て
の

下
宿
人
と
し
て
登
場
す
る
石
田
進
歩
た
ち
に
符
合
し
（
作
中
で
は
離
れ
の
そ
ば
の

木
は
椎
の
木
）
、
こ
の
頃
の
実
生
活
が
舞
台
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か

る
。　

こ
の
年
秋
に
は
、
犀
星
は
や
が
て
結
婚
す
る
浅
川
と
み
子
と
文
通
を
始
め
て
い

た
ら
し
い
。
大
正
六
年
九
月
二
十
日
、
犀
星
は
父
真
乗
危
篤
の
電
報
を
受
け
て
夜

行
で
金
沢
に
帰
る
。
真
乗
は
同
月
二
十
三
日
に
逝
去
。
同
月
二
十
七
日
に
は
、
か

ね
て
文
通
中
の
と
み
子
と
会
い
婚
約
す
る
。
十
月
上
旬
帰
京
。
大
正
七
年
一
月
一

日
、
『
愛
の
詩
集
』
を
感
情
詩
社
よ
り
自
費
出
版
。
二
月
八
目
、
結
婚
の
た
め
に

帰
郷
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
作
品
の
背
景
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
り
、

「
す
ひ
か
つ
ら
」
は
、
「
春
山
は
そ
の
翌
々
日
郷
里
へ
向
っ
て
出
発
し
た
。
し
と
い

う
一
文
で
終
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
自
伝
的
作
品
と
し
て
、
実
際
と
の
関
係
を
い
え
ば
、
こ
の
「
す
ひ
か

つ
ら
」
は
、
大
正
五
年
七
月
前
か
ら
大
正
七
年
二
月
入
日
ま
で
の
生
活
を
背
景
に
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作
ら
れ
た
作
品
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
確
認
し
て
み
れ
ば
、
「
す
ひ
か
つ

ら
」
は
、
「
幼
年
時
代
」
「
好
情
詩
時
代
」
「
性
に
眼
覚
め
る
罰
し
「
或
る
少
女
の
死

ま
で
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
作
品
で
、
結
婚
前
ま
で
を
一
連
の
作
品
群
と
と
ら
え

た
場
合
は
、
そ
の
締
め
く
く
り
の
作
品
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
こ
の
意

識
で
結
末
の
一
文
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
す
ひ
か
つ
ら
」
が
あ
っ
て
初
期
の

自
伝
的
作
品
は
完
結
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
重
要
な
長
編
が
こ
れ
ま
で
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
未
刊
行
作
品
で
あ
っ
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
「
す
ひ
か
つ
ら
」
は
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
大
正
十
二
年
一
月
か
ら
同

年
十
一
月
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
犀
星
は
三
十
四
歳
、

実
に
多
事
多
難
な
年
で
あ
っ
た
。
入
電
二
十
七
日
に
長
女
朝
子
の
誕
生
、
九
月
一

日
関
東
大
震
災
、
十
月
に
は
母
子
を
連
れ
て
金
沢
へ
帰
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
は
ま
た
、
長
男
豹
太
郎
を
失
っ
た
翌
年
に
あ
た
っ
て
い

る
。
子
を
失
っ
た
悲
し
み
と
子
を
得
た
喜
び
と
、
精
神
的
に
振
幅
の
激
し
い
時
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
あ
わ
た
だ
し
い
生
活
と
複
雑
な
精
神
状
態
の
中
で
、
「
す
ひ
か
つ
ら
」
は

書
き
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
終
回
発
表
の
十
一
月
に
は
、
新

し
い
自
伝
的
小
説
の
幕
開
け
と
も
い
う
べ
き
、
長
女
朝
子
を
描
い
た
「
朝
子
」
が

『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
自
伝
的
素
材
は
、
や
が
て
遠
く
「
杏

つ
子
」
ま
で
書
き
つ
が
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

2

　
「
心
」
は
、
大
正
十
一
年
四
月
一
日
発
行
の
『
解
放
』
に
発
表
さ
れ
た
未
刊
行

作
品
で
あ
り
、
『
室
生
犀
星
未
刊
行
作
品
集
』
第
一
巻
に
初
め
て
収
録
さ
れ
た
短

編
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
心
」
は
く
病
児
〉
も
の
の
第
一
作
で
も
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
触
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
作
品
と
思
わ
れ
る
の
で
、
内
容
の
紹
介
を

し
つ
つ
、
作
品
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
作
品
は
五
章
か
ら
成
っ
て
お
り
、
作

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ

中
で
の
時
間
と
場
所
の
関
係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章

第
二
章

第
三
箆

鷺
四
章

第
五
章

　
時
空
の
関
係
か
ら
、

く
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

章
の
三
つ
で
あ
る
。
作
品
に
お
け
る
出
来
事
と

で
あ
る
。

　
第
一
章
。
生
後
九
か
月
の
子
供
が
暗
い
咳
を
す
る
。
子
供
の
母
親
を
除
く
「
私
」

も
「
下
碑
の
あ
き
」
も
咳
を
す
る
。
そ
の
翌
目
、
子
供
は
発
熱
し
た
。
庭
で
仕
事

を
す
る
植
木
屋
ま
で
咳
を
し
て
い
る
。
「
私
」
は
、
何
か
陰
気
な
も
の
が
家
中
に

満
ち
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
に
、
去
年
の
秋
か
ら
し
つ
こ
く

勧
誘
す
る
生
命
保
険
会
社
の
外
交
員
が
来
る
。
「
私
」
は
命
ま
で
付
け
ね
ら
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
入
る
気
が
し
な
い
が
、
相
手
は
手
土
産
を
置
い
て
い

く
。
開
け
て
み
る
と
、
そ
れ
は
「
梅
が
香
」
と
い
う
鳩
居
堂
の
お
香
で
あ
っ
た
。

子
供
の
発
病
の
前
日
と
当
日
　
　
私
の
家

そ
の
翌
日
　
　
私
の
家

後
日
の
午
後
　
　
大
川
端
の
涼
亭

前
章
と
同
じ
日
の
夜
と
そ
の
翌
朝
　
　
私
の
家

二
週
間
後
、
そ
し
て
十
七
、
八
日
目
　
　
私
の
家

　
　
　
ま
た
後
述
す
る
心
理
変
化
の
関
係
か
ら
も
、
作
品
は
大
き

　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り
、
第
一
・
二
章
、
第
三
・
四
章
、
第
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
私
」
の
心
は
次
の
よ
う
な
も
の
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こ
れ
が
妙
に
気
に
な
り
出
す
。
医
者
は
子
供
が
肺
炎
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
。
ぜ
い
ぜ
い
い
う
の
は
喘
息
の
せ
い
だ
と
い
う
。
「
私
」
は
、
風
邪
を
ひ
い
て

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
る
は
ず
の
あ
き
を
子
供
か
ら
離
そ
う
と
す
る
。

　
じ
わ
じ
わ
と
押
し
寄
せ
て
く
る
不
安
、
親
と
な
っ
て
初
め
て
経
験
す
る
不
安
の

か
、
こ
れ
が
、
生
命
保
険
勧
誘
員
の
来
訪
と
土
産
を
不
吉
な
予
兆
と
と
ら
え
る
叙

述
の
中
に
、
み
ご
と
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
巧
み
な
序
章
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
心
」
は
志
賀
直
哉
の
〈
病
児
〉
も
の
で
あ
る
「
流
行
感
冒
」
（
大

正
八
年
四
月
一
日
、
『
白
樺
』
）
に
内
容
が
似
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
作
家
の
資
質
を
端
的
に
示
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
な
相
違
が
み
ら
れ

る
。
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
、
「
心
」
の
第
二
章

に
登
場
す
る
生
命
保
険
勧
誘
員
は
、
同
じ
く
志
賀
直
哉
の
「
祖
母
の
為
に
」
（
明

治
四
十
五
年
一
月
一
日
、
『
白
樺
』
）
に
お
け
る
「
六
十
ば
か
り
の
何
処
か
で
見
た

　
　
　
　
し
ら
　
　
　
こ

事
の
あ
る
白
つ
児
の
男
」
と
同
じ
立
場
に
あ
る
。
「
祖
母
の
為
に
」
は
、
祖
母
の

病
気
と
そ
の
快
復
の
経
過
を
描
い
て
祖
母
へ
の
愛
を
綴
っ
た
作
品
で
あ
り
、
こ
の

「
二
つ
児
」
は
、
か
つ
て
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
時
、
ど
こ
で
聞
き
付
け
た
の
か
驚

く
ほ
ど
の
早
さ
で
「
私
」
の
家
に
や
っ
て
き
た
不
思
議
な
葬
儀
社
の
男
で
あ
る
。

「
私
」
は
こ
の
「
白
つ
児
し
に
時
々
往
来
で
会
い
、
不
吉
な
予
兆
を
感
じ
る
。
「
祖

母
の
命
を
狙
っ
て
居
」
る
よ
う
に
思
い
憎
む
。
や
が
て
祖
母
は
病
気
に
な
る
。

が
、
全
快
す
る
。
「
白
つ
児
」
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
死
を
祖
母
の

た
め
に
喜
ぶ
と
い
う
、
直
哉
ら
し
い
か
な
り
強
烈
な
個
性
を
示
し
た
作
品
で
あ

る
。
志
賀
直
哉
と
室
生
犀
星
の
文
学
に
み
ら
れ
る
共
通
性
と
相
違
性
に
つ
い
て

は
、
後
で
少
し
触
れ
て
み
た
い
。

　
第
二
章
。
翌
日
か
ら
子
供
の
熱
は
上
が
り
苦
し
そ
う
な
呼
吸
を
し
始
め
る
。

「
私
」
は
そ
ん
な
子
供
を
見
て
い
ら
れ
ず
部
屋
に
引
き
返
す
。
引
き
返
し
て
子
供

の
部
屋
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
子
供
の
部
屋
に
は
二
個
の
吸
入
器
が
か
け

ら
れ
て
い
て
、
そ
の
音
が
、
「
私
」
の
部
屋
か
ら
は
初
夏
に
鳴
く
白
い
蝉
の
声
の

よ
う
に
、
し
い
い
、
し
い
い
と
聞
こ
え
る
。
こ
の
音
が
「
私
」
を
夢
幻
の
世
界
へ

導
く
。
黒
い
髪
を
生
や
し
、
や
せ
た
顔
色
の
悪
い
蟹
の
よ
う
な
白
い
目
を
し
た

「
私
」
そ
っ
く
り
の
子
が
、
近
寄
ろ
う
と
し
て
畳
を
引
っ
か
い
て
い
る
。
が
、
縄

で
縛
ら
れ
て
い
る
た
め
に
進
ま
な
い
。
縄
は
隣
の
病
室
で
つ
な
が
れ
て
い
る
。
そ

の
「
私
」
そ
っ
く
り
の
子
供
の
後
ろ
に
は
飴
屋
の
子
、
米
太
郎
が
い
る
。
小
さ
い
．

頃
の
友
達
で
あ
っ
た
が
、
二
十
年
前
、
北
海
道
へ
行
く
途
中
船
の
中
で
死
ん
だ
は
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ず
の
子
で
あ
る
。
そ
の
子
が
「
お
前
と
遊
び
た
く
て
き
た
の
だ
」
と
い
う
。
こ
の

不
気
味
な
夢
の
突
然
の
挿
入
が
あ
っ
て
、
叙
述
は
す
ぐ
現
実
に
も
ど
る
。
「
私
」

は
隣
の
病
室
へ
行
く
。
子
供
の
容
体
は
悪
い
。
「
私
」
は
ま
た
部
屋
に
も
ど
っ
て

眠
る
。
子
供
は
助
か
る
と
思
お
う
と
す
る
。
一
時
間
黙
し
て
容
体
を
聞
く
と
よ
く

な
い
と
い
う
。
「
私
」
は
子
供
の
手
を
握
っ
た
り
頭
を
な
で
た
り
す
る
。
も
う
い

く
ら
も
生
ぎ
ら
れ
な
い
我
が
子
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
「
私
」
は
や
た
ら
と
眠
い
。

ま
た
床
に
入
る
。
「
お
れ
ほ
ど
完
全
な
エ
ゴ
イ
ス
ト
は
な
い
」
と
思
う
。

　
親
と
な
っ
て
経
験
す
る
堪
え
難
い
苦
し
さ
。
繊
細
・
過
敏
ゆ
え
に
そ
の
現
実
に

接
し
て
い
ら
れ
な
い
「
私
」
。
精
神
に
離
反
す
る
生
理
。
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
自
覚
。

こ
れ
ら
が
、
抑
え
た
叙
述
の
中
に
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
章
に
は
、
現
実
か
ら
異
質
の
世
界
へ
の
急
転
と
い
う
、
犀
星
得
意
の
表
現

法
が
み
ら
れ
る
。
叙
述
の
接
続
具
合
は
ま
さ
に
急
転
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
描
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か
年
る
夢
幻
の
世
界
が
理
屈
を
拒
否
す
る
象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
大
き

な
特
色
で
あ
ろ
う
。
説
明
が
な
い
。
そ
れ
は
、
独
立
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
詩

の
よ
う
に
読
者
の
感
覚
の
中
に
残
り
、
そ
れ
が
自
然
な
形
で
物
語
の
世
界
に
流
れ

込
ん
で
ゆ
く
。
夢
の
挿
入
は
志
賀
直
哉
も
好
む
手
法
で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
「
祖

母
の
為
に
」
の
中
に
も
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
描
き
方
、
筋
の
中
で
の
位

置
・
関
係
な
ど
が
犀
星
と
は
大
い
に
異
な
る
、
と
だ
け
記
し
て
お
く
。

　
第
三
章
。
春
先
の
大
川
端
の
涼
亭
の
縁
側
で
、
「
私
」
は
襟
の
赤
い
、
袖
の
長

い
女
と
五
目
並
べ
を
し
て
い
る
。
碁
盤
の
両
隣
に
半
玉
が
二
人
。
「
私
」
は
「
不

吉
な
乳
白
の
石
」
を
も
ち
、
女
の
黒
石
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
へ

「
私
の
あ
た
ま
は
す
っ
か
り
蜘
蛛
の
巣
だ
ら
け
の
、
弾
力
の
な
い
も
や
も
や
し
た

気
も
ち
に
圧
し
あ
げ
ら
れ
て
」
し
ま
う
。
碁
石
を
並
べ
な
が
ら
「
私
」
の
意
識
は

そ
れ
に
集
中
し
て
は
い
な
い
。
そ
の
う
ち
、
「
私
」
は
半
玉
ら
に
薄
笑
い
を
催
し

な
が
ら
「
息
を
詰
め
て
見
ろ
」
と
言
い
、
一
番
長
く
詰
め
て
い
る
者
に
い
い
物
を

遣
る
と
言
っ
た
り
す
る
。
執
拗
に
「
私
」
は
白
黒
の
石
を
並
べ
る
。
そ
の
た
び
に

「
私
は
べ
つ
の
考
へ
に
領
せ
ら
れ
て
し
い
く
。
そ
れ
は
子
供
の
死
の
恐
怖
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
第
三
章
は
、
碁
石
を
並
べ
て
い
る
現
在
を
中
心
に
、
近
い
過
去
（
病
室
の

状
況
、
容
体
の
変
ら
ぬ
子
供
、
必
死
で
看
護
す
る
妻
と
下
府
と
二
人
置
看
護
婦
、

そ
れ
に
対
し
て
相
変
ら
ず
眠
り
た
が
る
「
私
し
）
、
お
よ
び
遠
い
過
去
（
ど
こ
か
の

磧
で
小
石
一
碁
石
か
ら
連
想
さ
れ
た
一
を
つ
ま
ん
で
、
殺
し
た
蛙
の
死
体
の

上
へ
ど
く
だ
み
の
葉
を
覆
い
、
青
い
の
唄
を
う
た
っ
て
い
た
、
】
人
き
り
の
寂
し

か
っ
た
経
験
）
が
交
錯
す
る
形
で
描
か
れ
る
。
こ
の
意
識
の
交
錯
は
、
不
安
定
な

へ心
を
描
く
の
に
効
果
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
不
安
・
恐
怖
が
、
「
私
」
を
病
室
そ
し
て
自
室
か
ら
遠
く
離
れ
た
要
説
に
追
い

や
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
目
に
す
る
白
黒
の
碁
石
は
暗
い
予
兆
と
し
て
意
識
さ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
、
自
嘲
的
に
息
を
詰
め
る
遊
び
ま
で
す
る
。
「
私
」
は
電
燈
が
つ
く
頃
に
な
っ

て
帰
途
に
つ
く
。
お
も
ち
ゃ
を
五
つ
六
つ
買
っ
て
。

　
第
四
章
。
家
に
帰
る
。
病
児
は
九
度
八
分
の
熱
で
、
相
変
ら
ず
苦
し
そ
う
で
あ

る
。
自
室
に
入
り
、
自
分
を
悪
い
人
間
、
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
思
う
。
翌
朝
目
を
覚
ま

し
病
室
を
見
る
と
、
病
児
を
囲
ん
で
四
人
の
女
が
疲
れ
切
っ
て
い
る
。
「
私
」
は

春
め
い
た
外
を
見
つ
つ
、
子
供
を
失
い
た
く
な
い
と
切
に
思
う
。
　
一
方
、
「
う
は

べ
に
は
物
悲
し
さ
う
に
、
実
際
よ
り
も
最
つ
と
そ
れ
を
激
し
く
表
情
し
て
見
せ
て

み
る
」
人
間
だ
と
、
激
し
く
自
己
否
定
す
る
。

　
第
五
章
。
二
週
間
後
、
子
供
に
変
化
が
見
え
始
め
る
。
女
ら
は
憔
心
し
て
し
ま

っ
た
。
「
私
」
だ
け
が
く
た
び
れ
ず
、
健
康
で
あ
っ
て
風
邪
も
ひ
か
な
い
。
た
だ

肩
が
凝
っ
て
い
る
。
「
私
し
は
自
分
の
健
康
を
喜
ぶ
。
み
ん
な
倒
れ
て
も
自
分
が

健
康
な
ら
何
で
も
で
き
る
と
い
う
自
信
も
あ
る
。
そ
の
半
面
で
は
、
自
分
だ
け
疲

れ
て
い
な
い
の
が
気
が
か
り
で
あ
る
。
ず
る
い
考
え
の
見
す
か
さ
れ
る
の
は
耐
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
や
た
ら
と
肩
の
凝
り
を
強
調
す
る
。
事
・
実
凝
り
は
ひ
ど
か
っ

た
。
女
ら
は
そ
れ
を
や
は
り
子
供
の
病
気
を
心
配
す
る
故
と
い
う
。
「
私
」
の
肩

の
凝
り
は
持
病
な
の
で
あ
る
。
「
私
」
は
、
自
分
の
「
む
つ
か
し
い
厭
な
心
」
を

思
う
。
作
者
は
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
　
私
の
心
の
奥
な
る
心
も
ち
は
、
や
は
り
変
な
物
足
り
な
い
、
う
そ
を
吐
い
た

　
　
あ
と
の
や
う
な
バ
グ
れ
が
ち
な
気
に
な
っ
た
。
ま
ん
ま
と
無
し
終
へ
た
だ
け

　
　
な
ほ
気
味
が
わ
る
く
、
寂
し
く
気
も
ち
が
ゆ
る
ん
で
見
え
た
。
と
に
か
く
お



　
　
れ
ほ
ど
我
儘
で
自
分
勝
手
で
、
や
く
ざ
な
人
間
は
な
い
と
も
考
へ
ら
れ
た
。

　
　
冷
た
い
舌
も
出
な
か
っ
た
。
眉
毛
を
吹
く
風
に
逆
立
て
ら
れ
る
眉
毛
の
小
寒

　
　
く
、
ま
寂
し
い
気
も
ち
だ
っ
た
。

　
十
七
日
目
、
快
復
し
た
病
児
を
妻
が
抱
く
。
「
私
」
は
ま
だ
不
安
で
あ
る
。
外

出
か
ら
帰
る
と
、
案
の
定
子
供
は
四
十
度
の
熱
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
翌
朝

に
は
快
復
し
て
い
る
。
こ
の
夏
は
楽
し
み
だ
と
思
う
が
、
ま
た
、
看
護
し
な
か
っ

た
こ
と
が
気
に
な
り
出
す
。
「
子
供
の
黒
々
し
た
凝
視
し
が
「
私
の
れ
い
の
猜
い

心
を
挟
り
出
」
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
、
「
私
」
の
心
は
相
変
ら
ず
晴
れ
な
い
。

　
こ
の
作
品
が
、
「
お
そ
ら
く
長
男
豹
太
郎
が
風
邪
を
引
き
、
高
熱
を
発
し
危
か

っ
た
時
の
心
配
と
幻
想
と
反
省
か
ら
書
か
れ
た
も
の
し
で
あ
り
、
子
供
の
「
死
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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予
兆
に
お
び
え
た
怖
ろ
し
い
作
晶
」
と
い
う
奥
野
健
男
氏
の
指
、
摘
は
確
か
な
も
の

で
あ
ろ
う
。
大
正
十
年
五
月
六
日
に
生
ま
れ
た
犀
星
の
長
男
豹
太
郎
は
、
「
心
」

が
発
表
さ
れ
た
約
三
か
月
後
の
六
月
二
十
四
日
に
満
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
悲
し
み
、
〈
亡
児
〉
の
作
品
化
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
「
心
」
は
そ
の
直

前
の
、
不
安
と
喜
び
の
交
錯
す
る
中
で
描
か
れ
た
〈
病
児
〉
に
関
す
る
作
晶
で
あ

る
。
い
う
な
れ
ば
、
わ
が
子
の
病
い
と
死
、
つ
ま
り
〈
病
児
・
亡
児
〉
を
テ
ー
マ

と
し
た
自
伝
的
作
品
の
最
初
の
も
の
と
い
え
る
。

　
「
心
」
は
、
子
供
の
発
病
か
ら
全
快
ま
で
の
約
半
月
間
に
時
間
を
設
定
し
、
親
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
経
験
し
た
心
を
凝
縮
す
る
形
で
描
出
し
た
作
品
で
あ

　
　
　
　
　
へ

っ
た
。
こ
の
心
は
、
一
つ
の
大
き
な
発
見
で
あ
り
驚
き
の
対
象
で
あ
っ
た
。
特
異

な
出
生
、
放
浪
、
結
婚
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
の
中
で
は
、
実
感
と
し
て

味
わ
う
こ
と
の
当
然
不
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
作
者
は
子
を
失
っ
て
の
ち
、
『
忘
春
詩
集
』
（
大
正
十
一
年
十
二
月
十
日
、
京
文

社
）
の
「
序
言
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
　
1
略
－
自
分
の
子
供
を
亡
く
し
た
と
い
ふ
よ
く
有
り
触
れ
た
境
致
に
、

　
　
さ
う
い
ふ
人
生
の
真
実
に
何
時
の
聞
に
か
触
れ
た
と
い
ふ
こ
と
に
、
私
は
始

　
　
め
て
驚
い
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
人
生
と
い
ふ
も
の
は
辛
酸
の
続
き

　
　
で
あ
る
と
い
ふ
よ
り
、
私
に
と
っ
て
人
生
は
結
極
美
事
な
驚
き
を
そ
の
悲
し

　
　
み
よ
り
先
き
立
っ
て
囁
い
た
か
ら
で
あ
る
。
人
一
倍
さ
う
い
ふ
こ
と
に
打
た

　
　
れ
る
私
に
は
、
一
切
の
哀
愁
よ
り
も
先
づ
私
と
い
ふ
微
臣
な
一
個
の
人
間
が

　
　
始
め
て
こ
の
世
の
も
の
に
、
さ
う
し
て
人
生
と
い
ふ
も
の
を
解
り
か
け
た
か

　
　
ら
で
あ
る
。
平
淡
で
、
そ
の
上
す
こ
し
の
波
動
の
な
い
私
の
暮
し
の
中
で

　
　
は
、
何
も
の
に
増
し
て
私
を
驚
か
せ
た
こ
と
は
実
際
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
一
帖
の
原
稿
紙
」
（
大
正
十
二
年
】
月
一
日
、
『
詩
と
音
楽
』
）
の
中
で

も
、
子
を
失
っ
た
悲
し
み
を
綴
っ
た
あ
と
で
「
1
い
た
づ
ら
に
私
は
ず
っ
と
む

か
し
の
私
を
気
楽
で
ま
だ
人
生
と
い
ふ
も
の
を
米
塩
に
の
み
心
を
砕
い
て
み
て
、

そ
れ
が
人
生
と
い
ふ
も
の
の
最
奥
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
考
へ
を
も
っ
て
み
た
こ

と
を
振
返
っ
て
さ
も
し
く
感
じ
た
」
と
書
く
。
悲
し
い
体
験
を
驚
き
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
真
の
人
生
に
触
れ
得
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
頃
病
弱
で
あ
る
上
に
、
生
後
一
年
に
も
満
た
な
い
第
一
子
が
危

篤
状
態
で
あ
っ
た
、
そ
の
時
の
作
者
の
心
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
述
べ
た
文
章
は
な
い
よ
う
だ
が
、
心
の
動
揺
の
程
度
も
種
類
も
引
用
文
に
変
ら

な
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
心
」
は
こ
れ
を
形
象
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
子
供
が
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
と
恐
怖
。
時
間
の
中
で
の
や
り
き
れ
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な
い
苦
し
さ
、
不
安
定
に
揺
れ
る
心
。
精
神
に
離
反
す
る
生
理
の
自
覚
。
エ
ゴ
イ

ス
ト
の
自
覚
。
自
己
否
定
。
自
嘲
的
、
悪
魔
的
な
心
。
第
四
章
ま
で
は
こ
れ
ら
の

心
が
中
心
に
描
か
れ
る
が
、
第
五
章
で
は
自
分
の
「
む
つ
か
し
い
厭
な
心
」
「
私

の
れ
い
の
習
い
心
」
に
執
拗
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
。
い
ず
れ
も
悲
し
い
体
験
の
中

　
　
　
　
へ

に
生
じ
た
心
で
あ
り
、
作
者
に
と
っ
て
は
新
し
い
心
理
の
発
見
で
あ
っ
た
。
作
者

は
こ
の
心
理
を
、
や
や
未
整
理
の
感
は
あ
る
が
実
験
的
に
意
欲
的
に
執
拗
に
追
求

し
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
「
心
」
は
、
嫉
妬
を
形
象
化
し
た
名
作
「
香
炉
を

盗
む
」
と
併
称
す
べ
き
作
品
に
な
り
え
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
「
心
」
に
続
く
＜
病
児
〉
も
の
は
「
ピ
ア
ノ
の
町
」
（
昭
和
七
年
二
月
一
日
、
『
新

潮
臨
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
未
刊
行
作
品
（
『
室
生
犀
星
未
刊
行
作
品
集
』
第
三
巻

に
収
録
予
定
）
で
あ
る
。
赤
痢
に
よ
る
、
お
そ
ら
く
昭
和
六
年
暮
れ
の
二
男
の
入

退
院
、
そ
し
て
、
続
い
て
翌
年
正
月
の
、
同
じ
く
赤
痢
に
よ
る
長
女
の
入
退
院
の

経
験
を
描
い
た
短
編
で
あ
る
。
作
中
に
「
八
年
前
（
実
際
に
は
十
年
前
－
筆
者

注
1
）
長
男
を
亡
く
し
て
か
ら
今
度
が
久
し
ぶ
り
の
痛
手
だ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
心
」
に
直
結
す
る
作
品
で
あ
る
。

　
作
者
は
こ
の
時
満
四
十
三
歳
、
子
供
も
長
女
が
満
八
歳
、
二
男
が
満
六
歳
に
な

っ
て
お
り
、
「
心
」
の
時
の
状
況
と
は
大
い
に
異
な
る
。
作
者
は
、
十
年
前
の
不

幸
を
思
い
起
こ
し
、
不
安
な
親
心
の
微
妙
な
姿
を
描
く
が
、
表
現
は
円
熟
味
を
増

し
、
構
成
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
が
、
な
ぜ
か
両
作
品
と
も
未
収
録
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。
こ
の
作
品
も
、
〈
病
児
〉
も
の
、
自
伝
的
作
品
系
列
の
中
で
、
そ
の
位

置
を
得
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
作
品
は
次
の
一
文
で
終
る
。
重
態
の
域
を
脱
し
て
退
院
す
る
娘
と
そ
の
両
親

が
、
ピ
ア
ノ
の
よ
う
な
自
動
車
に
乗
っ
て
、
正
月
の
ピ
ア
ノ
の
よ
う
な
町
の
中
を

帰
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
ま
る
で
ピ
ア
ノ
の
町
の
や
う
で
、
…
僕
は
そ
の
ピ
ア
ノ
の
町
の
あ
い
だ
に
青
い

　
　
龍
を
描
い
た
旗
を
樹
て
て
見
た
ら
よ
く
調
和
し
や
し
な
い
か
と
思
う
た
。

　
「
心
」
の
最
後
が
、
「
ね
ば
ね
ば
し
た
暗
い
考
へ
」
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
叙
述
で

は
あ
る
が
、
と
も
か
く
全
快
の
朝
で
終
っ
て
い
た
よ
う
に
、
「
ピ
ア
ノ
の
町
」
も

希
望
を
示
す
明
る
い
朝
で
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
祈
り
に
も
似
た
結
末
で
、
こ
の

構
成
法
は
『
拝
情
小
曲
集
』
収
録
の
際
に
な
さ
れ
た
「
小
景
異
情
」
の
そ
れ
と
同

　
　
注
5

種
で
あ
り
、
次
に
あ
げ
る
「
立
春
歌
」
も
同
様
の
姿
を
示
し
て
い
る
。

　
昭
和
六
年
五
月
号
の
『
セ
ル
パ
ン
』
に
載
っ
て
い
る
「
立
魚
鋤
」
と
題
し
た
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

首
は
、
同
年
三
月
二
十
日
の
日
記
に
記
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
入
退

院
に
至
ら
な
い
二
児
の
病
気
と
親
の
心
配
は
日
記
の
随
所
に
散
見
さ
れ
る
が
、
こ

の
「
立
春
歌
」
な
ど
も
そ
の
す
な
お
な
激
し
い
感
情
の
表
現
と
し
て
、
つ
ま
り
、

「
心
」
や
「
ピ
ア
ノ
の
町
」
の
モ
チ
ー
フ
を
純
粋
な
形
で
示
し
た
も
の
と
し
て
注

目
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
立
県
歌

よ
も
す
が
ら
咳
の
こ
ゑ
止
ま
ず
、

く
れ
な
み
の

こ
ど
も
の
面
わ
、

咳
の
こ
ゑ
止
ま
ず
。
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こ
ど
も
ら
み
な
病
み

つ
ま
も
病
め
り
。

わ
れ
ひ
と
り
病
ま
ず
、

物
を
書
く
か
な
。

ひ
と
日
終
り
、

あ
く
び
を
し
つ
つ

小
夜
床
に

ま
な
ご
開
き
て

ね
む
ら
ざ
り
け
り
。

つ
み
に
わ
れ
酒
を
ひ
か
え
ぬ
、

家
ぢ
う
の

病
め
る
を
見
て
は

酒
を
食
う
べ
ず
。

こ
ど
も
ら
み
な
死
ね
、

或
夜
の
わ
れ

　
　
　
　
ゆ
き
も
ど

暗
き
巷
を
往
反
り

何
か
拗
打
つ
。

ま
く
ら
べ
に
花
を
な
ら
べ
て
、

　
　
こ
ど
も
ら
に

　
　
見
よ
と
は
言
ひ
つ
、

　
　
春
に
な
る
か
な
。

　
「
或
る
家
の
花
」
は
大
正
十
二
年
四
月
｝
日
発
行
の
『
太
陽
』
に
総
題
「
鑛
心
」

の
「
三
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
『
室
生
犀
星
未
刊
行
作
品
集
』

第
一
巻
に
収
録
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
〈
病
児
〉
も
の
で
あ
り
、
ま
た
〈
亡
児
〉

も
の
で
も
あ
る
あ
る
こ
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
こ
こ
で
犀
星
の
〈
病

児
〉
〈
亡
児
〉
も
の
の
全
体
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
未
刊
行
の
主
要
作
品
を
中
心

に
、
ま
た
、
参
考
作
品
（
〔
〕
で
示
す
）
を
も
あ
げ
て
お
く
。

　
○
「
心
」
（
大
1
1
・
4
・
1
、
『
解
放
』
）
　
〈
病
児
〉
　
未
刊
行
作
品

　
○
「
童
子
」
（
大
1
1
・
1
0
・
1
、
『
中
央
公
論
』
）
　
〈
病
児
〉
〈
亡
児
〉
　
『
万
花

　
　
　
　
　
鏡
』
（
大
1
2
・
1
・
、
文
京
社
）
及
び
『
新
選
室
生
犀
星
集
』
（
昭
4

　
　
　
　
　
・
7
・
8
、
改
造
社
）
に
収
録

　
○
〔
詩
集
『
忘
春
詩
集
』
（
大
1
1
・
1
2
・
1
0
、
京
文
社
）
の
う
ち
の
「
我
が
家

　
　
　
　
　
の
花
」
十
三
編
　
　
〈
亡
児
〉
〕

　
○
「
冬
近
く
」
（
大
1
1
・
1
2
・
1
0
～
大
1
2
・
1
・
1
4
、
『
週
刊
朝
日
』
に
六
回
連

　
　
　
　
　
載
）
　
広
い
意
味
で
〈
亡
児
〉
　
未
刊
行
作
品

　
○
「
後
の
日
の
童
子
」
（
大
1
2
・
2
・
1
、
『
女
性
』
）
　
〈
亡
児
〉
　
『
新
選
室

　
　
　
　
　
生
犀
星
集
』
に
収
録

　
○
「
或
る
家
の
花
」
（
大
1
2
・
4
・
1
、
『
太
陽
』
）
　
〈
病
児
〉
〈
亡
児
〉
　
未

　
　
　
　
　
刊
行
作
品
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○
．
「
童
話
」
（
大
1
3
・
1
2
・
1
、
　
『
世
紀
』
）
　
〈
亡
児
〉
　
未
刊
行
作
品

　
○
〔
随
筆
集
（
付
、
短
歌
）
『
犀
星
随
筆
・
』
（
昭
7
・
9
・
1
、
奉
陽
堂
書
店
）

　
　
　
　
の
う
ち
の
「
立
春
歌
」
六
首
　
　
〈
病
児
〉
〕

　
○
「
ピ
ア
ノ
の
町
」
（
昭
7
・
2
・
1
、
『
新
潮
』
）
　
〈
病
児
〉
　
未
刊
行
作
品

　
ほ
と
ん
ど
が
未
刊
行
作
品
で
あ
る
。
収
録
作
品
は
わ
ず
か
に
「
童
子
」
と
「
後

の
日
の
童
子
」
の
二
編
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
の
一
つ
「
後
の
日
の

童
子
」
と
、
「
冬
近
く
」
「
童
話
」
の
三
編
が
〈
亡
児
〉
に
関
わ
る
作
品
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
秀
作
で
あ
り
、
犀
星
の
特
色
の
み
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
〈
亡

児
〉
も
の
は
後
目
の
問
題
と
し
て
残
し
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ

を
示
す
有
名
な
詩
を
紹
介
し
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
そ
れ

は
、
『
忘
春
詩
集
』
所
収
の
「
童
子
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
説
「
童
子
」
が
発
表

さ
れ
た
の
と
同
じ
目
、
大
正
十
一
年
十
月
一
日
に
『
詩
と
音
楽
』
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
　
童
子

や
や
秋
め
け
る
夕
方
ど
き

　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
べ

わ
が
家
の
門
べ
に
童
子
ひ
と
り
た
た
ず
め
り
。

う
ち
か
ひ

行
厨
を
か
つ
ぎ
い
た
く
も
疲
れ

わ
が
名
前
あ
る
表
札
を
幾
た
び
か
読
み
つ
つ

去
ら
ん
と
は
せ
ず

そ
の
小
さ
き
影
ち
ぢ
ま
り

わ
が
部
屋
の
畳
に
沁
み
き
ゆ
る
こ
と
な
し
。

か
く
て
夜
ご
と
に
来
り

夜
ご
と
に
年
と
れ
る
童
子
と
は
な
り

さ
び
し
き
我
が
慰
め
と
は
な
り
つ
つ
…
…

　
犀
星
は
、
亡
児
の
幻
影
を
見
、
こ
れ
を
様
々
に
描
き
あ
げ
て
い
る
。
子
を
失
っ

た
悲
し
み
の
中
で
の
夫
婦
を
描
い
た
「
冬
近
く
」
に
は
、
「
そ
の
と
き
表
の
門
の

そ
ば
に
、
影
の
縮
ま
っ
た
】
人
の
童
子
が
停
ん
で
、
剥
げ
落
ち
た
古
い
表
札
を
読

み
あ
げ
て
み
た
。
」
の
一
文
が
あ
り
、
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。

　
　
　
ふ
し
ぎ
な
こ
と
は
、
法
十
と
女
と
が
さ
う
し
て
坐
っ
て
み
る
と
き
、
法
十

　
　
は
、
も
う
一
人
か
れ
ら
の
間
に
挟
ま
る
小
さ
い
童
子
の
姿
を
心
に
う
か
べ
た

　
　
り
し
た
。
こ
れ
ま
で
子
供
と
い
ふ
も
の
を
普
通
の
人
間
的
な
も
の
に
考
へ
て

　
　
み
た
か
れ
に
は
、
そ
の
死
に
遭
っ
て
か
ら
子
供
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
れ
以
外

　
　
に
も
そ
の
親
に
と
っ
て
か
な
り
神
聖
な
生
き
も
の
に
思
は
れ
る
。
わ
け
て
も

　
　
死
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
、
か
れ
は
そ
の
童
子
と
い
ふ
言
葉
か
ら
し
て
神
聖
な

　
　
も
の
を
加
へ
て
あ
る
や
う
だ
っ
た
。
ち
や
う
ど
そ
れ
は
影
の
や
う
に
い
つ
も

　
　
か
れ
は
か
れ
の
ま
は
り
に
、
童
子
の
姿
を
目
に
し
た
。

　
「
後
の
日
の
童
子
」
は
、
「
夕
方
に
な
る
と
、
一
人
の
童
子
が
門
の
前
の
、
表
札

の
剥
げ
落
ち
た
文
字
を
読
み
上
げ
て
み
た
。
植
込
み
を
隔
て
て
、
そ
の
く
ろ
ぐ
う

し
た
小
さ
い
影
の
あ
る
姿
が
、
ま
だ
光
を
出
さ
ぬ
電
燈
の
下
に
、
起
す
ぼ
が
り
の

情
然
と
し
た
陰
影
を
曳
い
て
み
た
。
」
の
文
で
始
ま
る
。
両
作
と
も
亡
児
へ
の
忘
れ
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が
た
い
か
な
し
さ
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
特
に
後
者
は
、
幻
想
と
現
実
を
な

い
ま
ぜ
に
し
て
、
詩
「
童
子
」
の
モ
チ
ー
フ
を
そ
の
ま
ま
形
象
化
し
た
絶
品
で
あ

る
。
「
童
話
」
は
、
姉
と
母
と
の
、
死
ん
だ
弟
と
の
交
わ
り
と
い
う
虚
構
の
中
で

の
、
さ
ら
に
詩
的
な
味
わ
い
の
加
わ
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
愛
児
を
亡
く
し
た
深
い
か
な
し
み
を
、
形
あ
る
も
の
と
し
て
実

感
し
、
こ
れ
を
超
現
実
的
な
手
法
で
執
拗
に
描
き
続
け
る
、
つ
ま
り
、
心
の
不
可

思
議
を
詩
的
に
追
求
す
る
あ
り
よ
う
に
、
犀
星
文
学
の
一
特
色
を
み
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
さ
て
、
長
男
豹
太
郎
の
病
気
に
材
を
取
っ
た
〈
病
児
〉
も
の
の
最
後
は
「
或
る

家
の
花
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
触
れ
て
〈
病
児
〉
も
の
の
し
め
く
く
り
と
し
た
い
。

『
翌
春
詩
集
』
中
の
「
我
が
家
の
花
」
十
三
編
の
中
に
、
総
題
と
宿
題
の
一
編
が

あ
る
。
そ
の
詩
の
最
終
行
に
は
「
か
く
し
て
我
が
家
の
花
散
り
に
け
り
」
と
あ

り
、
愛
児
の
死
の
か
な
し
み
を
歌
っ
た
作
品
で
あ
る
。
「
惟
る
家
の
花
」
は
、
こ

の
直
接
の
感
情
を
虚
構
に
よ
っ
て
沈
潜
し
た
情
緒
の
中
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

「
我
が
家
」
か
ら
「
或
る
家
」
へ
の
距
離
、
こ
れ
が
「
得
る
家
の
花
」
の
特
色
で

あ
る
。

　
作
品
は
、
父
親
で
は
な
く
母
親
の
目
・
立
場
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
全
体
は
四

章
か
ら
成
る
。
第
一
～
三
章
ま
で
は
、
車
夫
、
鈴
木
の
車
で
生
後
十
か
月
の
病
児

を
連
れ
て
病
院
に
通
う
母
親
家
子
の
心
情
が
、
中
心
忙
描
か
れ
る
。
病
院
の
前
庭

に
は
試
験
用
の
兎
が
飼
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
目
を
追
っ
て
殺
さ
れ
て
い
く
。
山

子
は
「
生
き
も
の
の
生
命
が
あ
ま
り
に
簡
単
に
取
り
扱
は
れ
過
ぎ
る
の
が
、
心
の

内
で
不
服
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
あ
ん
な
に
可
愛
ら
し
い
生
き
も
の
の
、
何
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
へ

言
へ
な
い
温
か
い
生
命
が
も
う
無
く
な
っ
て
み
る
の
か
と
思
ふ
と
、
そ
れ
に
つ
な

が
っ
て
我
子
の
こ
と
が
考
へ
ら
れ
て
な
ら
な
」
い
の
で
あ
る
。
愛
児
の
病
状
は
は

か
ば
か
し
く
な
く
、
二
か
月
の
通
院
で
や
め
る
。
会
社
員
の
夫
は
病
児
を
見
な
が

ら
「
あ
の
足
が
立
っ
て
く
れ
れ
ば
、
お
れ
の
身
の
上
に
ど
う
い
ふ
不
幸
が
あ
っ
て

も
忍
ぶ
が
な
」
と
思
う
。

　
第
四
章
は
、
愛
児
の
死
後
の
螺
子
の
寂
し
い
心
境
が
描
か
れ
る
。
あ
る
日
、
買

物
に
出
た
濡
子
は
兎
を
目
に
し
、
亡
児
の
思
い
出
に
つ
な
が
る
そ
れ
を
飼
お
う
と

決
心
す
る
。
濡
子
は
「
心
で
は
あ
の
病
院
の
庭
に
み
た
白
い
哀
れ
な
生
き
も
の
が

動
い
て
み
る
有
様
を
ゑ
が
き
、
そ
し
て
赤
児
を
抱
い
て
み
た
自
分
の
姿
ま
で
ハ
ッ

キ
リ
描
」
く
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
濡
子
は
、
夕
方
に
な
っ
て
、
「
ふ
と
兎
の
箱
の

前
に
、
一
人
の
童
子
が
件
ん
で
み
る
の
を
見
る
」
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
幻
覚
の
離

れ
な
い
さ
ま
、
つ
ま
り
〈
亡
児
〉
も
の
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
先
に
指
摘
し
た
そ
の

経
験
を
最
後
に
描
い
て
、
作
品
は
終
る
。

　
先
に
あ
げ
た
小
説
「
童
子
」
も
「
或
る
家
の
花
」
と
同
じ
く
、
病
児
お
よ
び
亡

児
に
関
わ
る
世
界
を
描
い
て
い
る
が
、
前
者
が
よ
り
自
伝
的
直
接
的
で
あ
る
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
へ

比
し
て
、
後
者
は
虚
構
の
中
に
感
情
は
沈
潜
し
て
お
り
、
直
接
の
死
で
は
な
く
む

　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ゆ

し
ろ
死
と
い
う
も
の
、
生
命
と
い
う
も
の
に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
る
姿
が
う
か
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち

え
る
。
作
中
に
頻
用
さ
れ
る
語
は
「
生
命
」
「
生
き
も
の
」
「
死
」
「
殺
さ
れ
る
」

で
あ
り
、
作
品
は
生
命
と
死
を
主
題
と
し
て
、
心
境
の
深
ま
り
を
示
し
て
い
る
。

　
へ
　
　
ゆ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
へ

　
生
命
の
い
と
お
し
さ
そ
し
て
哀
れ
は
犀
星
の
詩
作
時
代
か
ら
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
生
命
は
主
に
小
動
物
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
〈
病
児
〉

〈
亡
児
〉
と
い
う
つ
ら
い
体
験
が
、
犀
星
文
学
に
お
け
る
そ
の
テ
ー
マ
を
よ
り
確
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か
な
も
の
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

3

　
志
賀
直
哉
は
、
「
沓
掛
に
て
一
芥
川
君
の
こ
と
i
」
（
昭
和
二
年
九
月
一
日
、

『
中
央
公
論
』
）
の
中
で
「
子
供
に
病
気
さ
れ
る
と
、
仕
事
が
出
来
な
い
話
を
す
る

と
、
芥
川
君
は
自
分
に
は
さ
う
い
ふ
事
は
な
い
と
云
っ
て
み
た
」
と
書
い
て
い

る
。
こ
れ
は
、
直
哉
が
芥
川
龍
之
介
に
二
度
め
に
会
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
た
ま
た
ま
犀
星
の
長
男
が
亡
く
な
っ
た
翌
月
、
大
正
十
一
年
七
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
出
会
い
の
後
、
龍
之
介
は
二
つ
に
な
る
次
男
多
加
志
の
消
化
不
良
に
よ
る

入
院
を
経
験
し
、
こ
れ
を
材
料
に
し
た
「
子
供
の
病
気
」
（
大
正
十
二
年
八
月
一

日
、
『
局
外
』
）
と
い
う
作
品
を
書
く
。
こ
の
事
実
は
「
澄
江
堂
日
録
」
の
大
正
十

二
年
六
月
八
日
か
ら
十
一
目
の
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
末
尾
に
は
「
多

加
志
は
や
っ
と
死
な
ず
に
す
ん
だ
。
自
分
は
彼
の
小
康
を
得
た
時
、
入
院
前
後
の

消
息
を
小
品
に
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
略
一
自
分
は
原
稿
を
頼

ま
れ
た
の
を
…
機
会
に
、
と
り
あ
へ
ず
こ
の
話
を
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
読
者

に
は
む
し
ろ
迷
惑
か
も
知
れ
な
い
。
し
と
あ
っ
て
、
龍
之
介
に
は
め
ず
ら
し
い
私
小

説
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
供
に
病
気
さ
れ
て
も
仕
事
が
で
き
た
か
で
き
な
か

っ
た
か
と
い
う
事
実
（
「
子
供
の
病
気
」
に
は
神
経
毒
に
ま
い
っ
て
し
ま
っ
て
創

作
で
き
な
い
姿
が
描
か
れ
て
い
る
）
は
別
に
し
て
、
龍
之
介
は
、
現
実
に
材
を
採

っ
て
心
情
・
心
境
を
深
く
表
現
す
る
こ
と
は
不
得
手
で
あ
っ
た
。
最
後
の
一
文
が

そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
志
賀
直
哉
が
対
照
的
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
先
に
あ
げ
た
直
哉
の

「
流
行
感
冒
」
と
こ
の
「
子
供
の
病
気
」
を
読
み
比
べ
て
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。

　
「
流
行
感
冒
」
は
、
「
最
初
の
児
が
死
ん
だ
の
で
、
私
達
に
は
妙
に
臆
病
が
浸
込

ん
だ
。
健
全
に
育
つ
の
が
当
然
で
、
死
ぬ
の
は
例
外
だ
と
い
ふ
前
か
ら
の
考
は
変

ら
な
い
が
、
一
寸
病
気
を
さ
れ
て
も
私
は
直
ぐ
死
に
は
し
ま
い
か
と
い
ふ
不
安
に

襲
は
れ
た
。
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
り
、
作
品
は
、
「
私
」
の
幼
い
子
供
で
あ

る
佐
枝
子
を
流
行
感
冒
に
か
か
ら
せ
ま
い
と
す
る
神
経
質
す
ぎ
る
注
意
と
、
そ
れ

ゆ
え
の
周
囲
に
対
す
る
暴
君
ぶ
り
を
描
く
。
そ
の
暴
君
ぶ
り
は
、
特
に
う
そ
を
つ

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

い
た
石
と
い
う
女
中
に
示
さ
れ
る
。
石
は
、
流
感
が
は
や
っ
て
い
る
の
に
、
夜
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

れ
て
芝
居
を
見
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
「
私
」
は
石
を
許
せ
ず
、
ひ
ま
を
出
そ
う

と
す
る
が
、
妻
の
頼
み
で
思
い
と
ど
ま
る
。
つ
い
に
、
家
の
中
に
流
感
が
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
る
。
「
私
」
も
妻
も
、
も
う
一
人
の
女
中
の
き
み
も
頼
ん
だ
看
護
婦
も
、
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
左
枝
子
も
流
感
に
か
か
っ
て
し
ま
う
。
石
は
か
か
ら
な
い
。
献
身
的
に
働
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

全
員
治
る
。
「
私
し
の
石
に
対
す
る
感
情
は
、
「
少
し
現
金
過
ぎ
る
と
自
分
で
も
気

が
憎
め
る
位
」
に
変
わ
る
。
内
容
は
、
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
こ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

　
「
流
行
感
冒
」
に
は
、
「
私
」
の
現
実
の
中
で
の
強
烈
な
生
き
方
、
偽
り
の
な
い

心
が
け
れ
ん
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
日
常
の
、
み
ご
と
な
芸
術
化
が
な
さ
れ
て
い

る
。
生
活
人
と
し
て
現
実
を
真
剣
に
生
き
、
そ
こ
か
ら
創
作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
汲

み
と
る
と
い
う
直
哉
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
作
品
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
犀
星
は
ど
う
か
。
鋭
い
神
経
と
繊
細
な
心
で
現
実
を
と
ら
え
、
そ
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の
現
実
か
ら
創
作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
汲
み
と
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
直
哉
と
共
通

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
そ
の
現
実
を
ど
う
と
ら

え
、
ど
の
よ
う
に
創
造
す
る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
当
然
特
色
が
発
揮
さ
れ

る
。　

す
で
に
「
心
」
の
解
説
部
分
で
記
し
た
よ
う
に
、
現
実
は
「
流
行
感
冒
」
の
場

合
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
創
作
世
界
で
犀
星
が
追
求
し
て
い
る
の

は
、
も
っ
ぱ
ら
不
可
思
議
な
わ
が
心
の
動
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
心
は
、
不
安
・
恐

怖
・
苦
痛
・
エ
ゴ
・
自
己
否
定
で
あ
り
、
動
揺
す
る
心
、
自
分
で
は
制
御
し
え
な

い
屈
折
し
た
心
理
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
直
哉
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
比
し
て
、
犀
星

は
そ
の
心
を
超
現
実
的
な
手
法
を
ま
じ
え
て
象
徴
的
に
詩
的
に
描
出
し
て
い
る
。

こ
れ
が
犀
星
の
〈
病
児
〉
も
の
に
お
け
る
特
色
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の

深
刻
な
心
理
の
発
見
が
、
〈
病
児
〉
も
の
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
或
る
家
の
花
」
で
触
れ

た
ご
と
く
、
〈
病
児
・
亡
児
〉
も
の
の
創
造
過
程
で
、
以
前
か
ら
詩
の
世
界
に
も

ち
続
け
て
い
た
く
生
命
の
い
と
お
し
さ
〉
〈
哀
れ
〉
を
、
自
己
の
文
学
上
の
テ
ー

マ
と
し
て
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
〈
病
児
・
亡
児
〉
も
の
の
多
く
が
未
刊
行
作
品
で

あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
思
い
起
こ
し
て
お
き
た
い
。
’
犀
星
文
学
に
お
い
て

は
、
未
刊
行
作
品
の
胎
ん
で
い
る
ま
だ
見
え
な
い
問
題
の
存
在
が
、
十
分
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
『
遠
野
集
』
（
昭
和
四
十
五
年
一
月
二
十
五
日
、
企
画
・
飯
田
淳
次
、
製
作
・
三
ツ
木

　
　
幹
人
、
非
売
品
）
1
俳
句
集

　
　
『
蒼
白
き
巣
窟
』
（
昭
和
五
十
二
年
五
月
十
五
日
、
冬
樹
社
）
i
小
説

　
　
『
室
生
犀
星
句
集
　
魚
串
洞
全
句
』
（
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
三
十
日
、
北
国
出
版
社
）

　
　
『
美
し
い
歴
史
』
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
三
臼
、
冬
至
書
房
新
社
）
－
小
説
集

　
　
『
犀
星
　
軽
井
沢
』
（
昭
和
五
十
六
年
六
月
三
十
日
、
現
代
史
出
版
会
）
1
詩
文
集

2
・
4
　
『
室
生
犀
星
未
刊
行
作
品
集
』
第
一
巻
（
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
五
日
、
三

　
　
弥
井
書
店
）
に
お
け
る
奥
野
健
男
の
「
解
説
」
に
よ
る
。

3
　
大
正
十
二
年
一
月
一
日
発
行
の
『
詩
と
音
楽
』
に
発
表
し
た
随
筆
「
元
朝
」
（
『
高
麗

　
　
の
花
』
所
収
）
の
中
で
、
こ
の
隣
の
子
供
の
思
い
出
を
書
き
、
「
そ
の
子
は
雪
の
と

　
　
け
た
こ
ろ
に
、
家
の
人
と
一
し
ょ
に
亡
く
な
っ
た
と
も
聞
い
て
み
る
。
一
毎
年
正

　
　
月
に
な
る
と
私
は
そ
の
隣
の
子
を
ゆ
く
り
な
く
私
は
思
ひ
出
す
の
で
あ
る
。
し
と
結

　
　
ん
で
い
る
。

5
　
「
小
景
異
情
」
の
、
『
朱
簗
』
初
出
（
大
正
二
年
五
月
一
日
）
、
『
感
情
』
再
出
（
大
正

　
　
五
年
七
月
一
日
）
、
『
好
情
小
曲
集
』
収
録
（
大
正
七
年
九
月
十
日
、
感
情
詩
社
）
の

　
　
際
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
比
較
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

　
　
は
、
特
に
詩
集
収
録
の
際
、
「
そ
の
六
し
に
新
た
に
「
あ
ん
ず
よ
／
花
着
け
」
で
始

　
　
ま
る
、
明
る
い
春
の
到
来
、
激
し
い
願
望
の
詩
を
お
い
た
点
を
い
う
。

6
　
「
立
春
歌
」
に
関
し
て
は
、
『
室
生
犀
星
の
短
歌
－
資
料
1
』
（
昭
和
六
十
年
十

　
　
二
月
二
十
五
日
、
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
一
文
学
科
）
で
比
較
整
理
を
試
み
て
い

　
　
る
。
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
〔
注
〕

1
　
他
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。


